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超微量・高深度な定量プロテオーム解析のワンストップ支援と高度化

補助事業代表者（所属・職名）
⼤槻 純男（熊本⼤学⼤学院⽣命科学研究部・教授）発現・機能解析ユニット

創薬研究においてタンパク質解析は必須の技術である。タンパク質

解析として質量分析を用いたプロテオーム解析は、「網羅性」だけで

はなく「高感度」、「高特異性」および「汎用性」の特徴を有しており、

翻訳後修飾解析、相互作用解析、標的定量解析など多様な解析ニー

ズに対応できるタンパク質解析技術である。本支援では、質量分析

装置を駆使しタンパク質の網羅的定量情報を得る「定量プロテオミ

クス」と標的タンパク質を高感度に特異的定量する「標的プロテオミ

クス」の基本的解析を実験デザイン、試料調製、質量分析、データ解

析をワンストップで統合支援すると共に、独自技術を用いた1細胞解

析可能とする微量定量プロテオミクスによる支援を行うことを目的

とする。
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横川電機と連携

タンパク質間相互作用(XL-MS解析）

吉川雅英先⽣（東⼤、構造解析ユニット）

Jian et al. Sci Adv. 2025

クライオ電顕で明らか
になった複合体様式を
XL-MSで検証

細胞外分泌タンパク質の解析(セクレトーム解析）

柳沢裕美先⽣（筑波⼤）

Hossain et al. Matrix Biol. 2025

⽪膚弾性低下につながるコラーゲン重
合制御因⼦の同定

真の再発と擬陽性を識別する
マーカーの同定

2026年9⽉8⽇時点

薬物中枢移行評価系の解析 出⼝芳春先⽣（帝京⼤）

iPS細胞から分化させた脳
毛細血管内皮様細胞のトラ
ンスポーター発現量を評価
→MDR1が薬物中枢移行評
価に適切な量発現


